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§1 第 2 次安城市雨水マスタープランの基本構想について 

 

1 安城市雨水マスタープランの策定経緯 

 安城市では、平成 23 年 3 月に「安城市雨水マスタープラン」（以下、「現行プラン」と略しま

す。）を策定しました。現行プランは、平成 12 年の東海豪雨や平成 20 年 8 月末豪雨を契機とし

て、健全な水循環を目指した保水・遊水機能の保全と、防災活動の一環として雨水流出抑制を考

慮した雨水対策の計画です。 

 現行プラン策定から 8 年の歳月が経過し、その間に安城市では様々な施策について市民・事業

者・行政が協力して実施してきたところです。近年、安城市内では現行プランの契機となったよ

うな豪雨や著しい浸水被害は発生していませんが、全国的にはいわゆるゲリラ豪雨と呼ばれる局

地的な大雨は全国的に頻発しており、平成 30 年 7 月豪雨（西日本豪雨）や今年も梅雨前線に伴い

鹿児島県を中心とした浸水被害が多発している状況にあります。安城市においてもいつ新たな浸

水被害が発生してもおかしくない状況です。 

 また、平成 27 年の水防法改正を受け、国土交通省指導の下、総合的な浸水対策の推進が求めら

れています。ストック活用や選択と集中による効果的なハード対策の実施、段階的な整備目標や

防災目標を超える降雨に対する減災を図るためのソフト対策の強化や自助の促進により、総合的・

計画的な浸水対策の取組みを推進していく必要があります。 

 以上の背景と現行プランの計画期間が 2020 年度（令和 2 年度）までであることを踏まえ、これ

まで実施してきた各施策の課題を洗い出し、最新の知見や市民の大雨対策に関する意向を参考に、

改善策を検討し、令和 3 年度から 10 年間を計画期間とする「第 2 次安城市雨水マスタープラン

（以下、「新プラン」と略します。）」を策定します。 

 

 

図 1.1 現行プランの表紙 
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図 1.2 現行プランの構成 

 

  

安城市雨水マスタープラン

第１章 はじめに

第２章 雨水に関する現状認識と課題の提起

● これまでの取り組み

● 市民の意識

● 水循環の現状

第３章 より災害に強いまちづくりの実現

● 理念

● 基本方針

第４章 取り組みの方向

● 施策体系

● 各施策の概要、目標及び実施主体

第５章 取り組みのフォローアップ

● プラン策定後における施策の進捗
管理方法
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図 1.3 1 時間降水量 50mm 以上の年間発生回数（アメダス 1,000 地点あたり） 

出典：国土交通省 HP（http://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/crd_sewerage_tk_000117.html） 

 

 

写真 1.1 平成 30 年 7 月豪雨（西日本豪雨）の被害状況 

出典：国土交通省資料 

  



4 

 

 

図 1.4 下水道による総合的な浸水対策のイメージ 

出典：国土交通省 HP（http://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/crd_sewerage_tk_000117.html） 
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2 理念・基本方針 

2.1 理念 

 現行プランにおける理念では、市民、事業者、行政が協働して雨水対策を推進していくための

根本的な考え方を示しています。この考え方は、市民参加を推進している市の現状や、国土交通

省が推奨する総合的な浸水対策の考え方が反映されたものであるため、新プランにおいても現行

プランの理念を踏襲します。 

 

 

図 2.1 現行プランの理念 
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2.2 基本方針 

 現行プランの基本方針では、安城市の雨水対策を「防災」と「水資源」の 2 本柱で捉え、これ

に寄与する「流す」「浸透させる」「貯める」「使う」「学び備える」の 5 つの方針を明確にしてい

ます。この考え方は、先述した国土交通省が推奨する総合的な浸水対策の考え方に合致するもの

であり、新プランでも踏襲します。 

 

 

図 2.2 現行プランの基本方針 
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2.3 浸水対策（防災）目標の考え方 

 現行プランにおける浸水対策（防災）目標の考え方は、ハード対策による整備水準（浸水対策

目標＝5 年確率降雨）を示すものの、この水準を超える降雨に対する具体的な目標設定は行って

いません。 

図 2.3 現行プランにおける浸水対策（防災）目標の考え方 



8 

 一方、全国的には再度災害防止の観点から、雨水排水に係るあらゆるストックを最大限活用し

つつ、段階的にハード対策を推進するとともに、河川・下水道計画で定められる整備目標（防災

目標）だけでなく、これを超える降雨に対して減災目標を明確化し、ソフト対策と組み合わせた

総合的な浸水対策の推進が求められています。 

 したがって、現行プランにおけるハード・ソフト対策や自助・共助による対策を推進する考え

方は踏襲しつつ、新プランでは安城市における段階的な防災・減災目標や整備計画のあり方につ

いて検討する予定です。 

 

 

図 2.4 段階的な防災・減災目標の設定イメージ 

 

 

現在 当⾯ 中期 ⻑期

※⾬⽔管理総合計画ガイドラインを参考に作成

段階的整備の時間軸

整備目標、整備⽔準

照査降⾬L2
（浸⽔許容・減災目標）

計画降⾬
（下⽔道・河川計画 防災目標）

当⾯の整備⽔準
（浸⽔許容）

現在の整備⽔準

照査降⾬L1'
（浸⽔許容・減災目標）

計画の考え方（案）
⻘⾊ ハード対策（幹線、ポンプ場、貯留施設等）の整備
⻩緑 ストックを活⽤した簡易なハード対策（排⽔機場活⽤、フラップゲート、⽥んぼダム等）
⽔⾊ ソフト対策（ハザードマップ整備、土のう・止⽔板等、⽔位観測）による減災

ストックを活⽤した
ハード対策 ハード対策

の拡充
ハード対策の
整備完了ハード対策

下⽔道・河川
ストック

その他ストック

ソ
フ
ト
対
策

水防法に準拠した

想定最大規模降雨

147mm/hr（中部地区）

安城市における

既往最大降雨

５年確率降雨
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3 施策体系 

3.1 各施策の進捗状況と課題 

現行プランでは、基本方針に沿って図 3.1 に示す a～x まで 24 施策を掲げています。 

各施策の平成 30 年度末時点の進捗状況、現行プランの最終年度である令和 2 年度までの進捗

見込みに基づく達成度の評価結果を表 3.1 に示します。 

 現行プランの 24 施策はすべて着手済みであり、そのうち 16 施策は平成 30 年度末時点で目標

達成済みです。 

今後の課題となるのは令和 2 年度までに目標達成が全く見込めない施策であり、基本方針であ

る「浸透させる」「貯める」「使う」に位置付けた施策のうち、「m.雨水浸透施設の普及」「n.雨水

浸透施設の整備基準等の作成と実施」「r.雨水貯留施設の整備基準等の作成と実施」「s.水田貯留

の推進」「t.各戸貯留の推進」が該当します。 

 

 

 

図 3.1 現行プランの施策体系 

 

※下線：進捗率が低い施策 
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表 3.1 各施策の進捗状況評価結果 

 

※ 施策の達成度評価基準は以下のとおり。 

目標

令和2年度までに行う

理念：あめの恵みを活かす安城
基本方針：市民、事業者および行政が協働して、あまみずを水資源として捉え、さらに防災の視点を取り入れた雨水対策を推進する。

Ⅰ．流す
1．河川・下水道の整備

a．一級、二級河川の整備 行政 一級、ニ級河川が安全な河川となるよう、管理者（国・県）に整備を要望 △

b．準用河川の整備 行政 河道整備延長 765m △

c．下水道の効率的整備 行政 下水道の管渠整備延長　6,410m △

d．窪地等における浸水対策の実施 行政 浸水リスクの高い窪地の特定と効率的な事業実施や施設管理を行う 〇

e．隣接する市と共同した計画策定と事業の執行 行政 隣接する市と共同した計画策定と事業の執行を行う ◎

2．河川・下水道の維持管理

行政

市民

行政

市民

h．河川・排水路の台帳整備と既存ストックの活用 行政 排水路の排水系統及び排水能力を調査し、台帳の作成を行う ◎

i．河川・排水路環境の維持・保全 行政 河川・排水路の水質改善と水環境の保全を図る ◎

j．下水道の維持管理 行政 調整池やポンプ施設、下水道雨水管渠の清掃作業を行う ◎

k．施設・設備台帳の整備 行政 下水道雨水管渠の台帳整備、調整池・ポンプ施設の設備台帳の整備を行う ◎

l．維持管理計画の策定 行政 調整池・ポンプ施設の効率的な設備更新を行う ◎

Ⅱ．浸透させる

3．雨水浸透施設の整備

透水性舗装　53,720m
2　

(376m
3
) ◎

浸透マス　820基　(24m
3
) ×

市民 浸透マス　2,420基(70m
3
) ×

透水性舗装　120,000m
2 
(840m

3
) ×

浸透マス　4,140基 (120m
3
) ×

行政 高浜川、鹿乗川流域における整備基準・技術基準の作成を行う　 ◎

市民

事業者

Ⅲ．浸透させる　貯める

4．浸み込む土地の保全

行政

市民

事業者

Ⅳ．貯める　使う

5．雨水貯留施設の整備

p．調整池の整備 行政 調整池整備　43,040m
3 ◎

q．遊水地の整備 行政 愛知県へ鹿乗川遊水地の整備の要望を行う ◎

行政 高浜川、鹿乗川流域における整備基準・技術基準の作成を行う ◎

事業者 調整池整備　43,840m
3 ×

行政

市民

事業者

行政
雨水貯留の意義付けのPR、補助制度のPRおよび、治水効果の高い貯留槽の
採用・普及活動を行う

市民 各戸貯留槽整備　1,900基(380m3)

Ⅴ．学び　備える

6．防災対策の推進

行政

市民

v．提供する防災情報の充実 行政 市内に雨量計・水位計を設置し、河川水位観測システムの構築を行う ◎

行政

市民

行政

市民

達成度
令和2年度までの進捗見込平成30年度末時点の進捗状況

河川・排水路の土砂堆積や施設の異常などを把握するため、市民と協働して
維持管理を行う

準用河川や主な排水路の草刈及び樋門の施設点検・清掃を行う

Ｈ23年度に雨水流出抑制施設設置指導要綱及び雨水流出抑制施設設
置技術基準を作成し、H24年4月1日付けで施行した

H26年度に鹿乗川遊水地の整備が完了

Ｈ23年度に既存の排水路や下水道雨水管渠について、流下方向や断面
を調査し、台帳の作成を行った

調整池・ポンプ施設の効率的な設備・更新を行うため長寿命化計画を策
定した

△

Ｈ23年度に雨水流出抑制施設設置指導要綱及び雨水流出抑制施設設
置技術基準を作成し、H24年4月1日付けで施行した

指導要綱と技術基準に基づき、新規開発者だけでなく既存施設の開発
者にも、雨水浸透施設の設置をお願いしているが、進捗率が低い

水田貯留実施予定地の町内会などに対し、水田が持つ貯水機能の重要
性についてＰＲ活動を行った

◎

50 60 70

Ｈ28年度に河川水位観測システムの運用を開始した

住民手作りハザードマップを作成した翌年度に大雨行動訓練を行った

河川管理者（国・県）に継続的に要望

H23年度、H24年度にそれぞれ、浸水対策を行った
宮前ポンプ場の増設工事がR2年度に完了予定

Ｈ23～27年度に刈谷市と共同で、二本木第二排水区において二本木小学校調

整池の整備を行った

毎年度、準用河川や排水路の草刈及び樋門等の点検を行っている

毎年度、河川・排水路の草刈、清掃作業を地元町内会に委託し、維持管
理を行っている

河川・排水路への不法投棄の除去、用水流入による水質改善効果の調査を

行っている

下水道雨水管渠、調整池、ポンプ施設の台帳整備を行った

調整池やポンプ施設の定期点検、下水道雨水管渠の清掃作業を行って
いる

x.自主防災組織の強化 ◎「住民手作りハザードマップ」を利用して大雨行動訓練を行う

w．防災ワークショップの開催 住民手作りハザードマップ作成地区数　6地区 ◎

u．情報伝達手段の充実 △
情報を配信できるエリアメールの整備や行政防災無線のデジタル化、メールや
ラジオ放送等による情報配信を行う

t．各戸貯留の推進 ×

ｓ．水田貯留の推進 水田貯留を実施する水田面積 60 ha ×

緊急速報メール利用範囲の拡大及び防災ラジオの普及活動を行った

r．雨水貯留施設の整備基準等の作成と実施

安城市総合計画に基づく各種施策に取り組み、緑地・農地の保全施策を推進
する

×

o．緑地・農地の保全

新規開発事業者を対象とすることを原則とし、既存開発地の関係者にも対策
の協力をお願いし、「みんなで協力」して現在よりも雨水流出量を増大させない
ことを目指す

f．準用河川・排水路の維持管理

事業者

n．雨水浸透施設の整備基準等の作成と実施

m．雨水浸透施設の普及

行政

g．市民との共働による維持管理の実施 ◎

％

100
90

％

100
10 20 30 4080

実施項目 実施者
10 20 30 40 50 60 70 80 90

532m/765m 進捗率70%

7地区/6地区 進捗率117%

18ha/60ha 進捗率30%

※H22実績加味

53,885m3/43,040m3 進捗率125%

348基/1,900基 進捗率18%

8,482m3/43,840m3 進捗率19%%

78,592m2/53,720m2 進捗率146%

276基/820基 進捗率34%

16基/2420基 進捗率1%

23,139m2/120,000m2 進捗率19%

52基/4,140基 進捗率1%

5,133m/6,410m 進捗率80%

9地区/6地区 進捗率150%

53,885m3/43,040m3 進捗率125%

（R2まで調整池の予定なし）

5,380m/6,410m 進捗率84%

※他事業により更に進捗する可能性あり

628m/765m 進捗率82%

（R1 2ha、R2 16ha）

36ha /60ha 進捗率60%

達成度 施策の達成度評価基準

◎ H30年度末時点で目標を達成できている施策

○ H30年度時点では未達成だがR2年度には達成予定の施策

△  R2年度までに目標達成が見込めないが80％以上達成予定（概ね順調に進捗している）の施策

× R2年度までに目標達成が全く見込めない施策
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3.2 施策体系の検討方針 

 現行プランの理念・基本方針を踏襲するため、施策体系の大きな変更はない予定ですが、進捗

率が低い次の施策については、改善策を検討します。 

 

・雨水浸透施設の整備 ｍ.雨水浸透施設の普及 

ｎ.雨水浸透施設の整備基準等の作成と実施 

・雨水貯留施設の整備 ｒ.雨水貯留施設の整備基準等の作成と実施 

ｓ.水田貯留の推進 

ｔ.各戸貯留の推進 

 

 新プランにおいては、「浸み込む土地の保全」に関して「グリーンインフラ※」の概念を導入し

新たな施策を検討します。また、新プランにおいては、ソフト対策による防災・減災が重要であ

るため、「防災対策の推進」に関する施策も重点的に検討します。 

なお、施策の検討にあたっては、市民アンケートの結果も参考にします。 

 

 

図 3.2 市民（自助）による浸透機能保全の取組み事例 

 

※グリーンインフラとは？ 

 自然環境が有する機能を社会における様々な課題解決に活用しようとする考え方 
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【参考】 グリーンインフラ 

●グリーンインフラとは 

●国外事例 

 

※出典：国土交通省 HP 資料（https://www.mlit.go.jp/common/001179745.pdf） 
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●国内における当面のグリーンインフラの位置づけ 

 

●国土交通行政分野の取組み 

 

※出典：国土交通省 HP 資料（https://www.mlit.go.jp/common/001179745.pdf） 
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4 施策の進捗管理方法 

 現行プランでは、PDCA サイクルの実践を念頭に、プラン策定後における施策の進捗管理とし

て、毎年度目標達成度を確認することを掲げています。実際には外部組織で構成される任意の委

員会を設置し、毎年度、実績報告や進捗率の低い施策に対する改善策の検討を行ってきましたが、

徐々に形式的な報告会と化し、有効な改善策を打ち出せなかったのが現状です。 

 新プランでは、プラン策定後における施策の進捗管理や見通しに関する体制を再考します。 

 

 

 

 

  



15 

§2 市民アンケートの調査内容について 

 

  

【市民アンケートの概要】 

1 名  称：「大雨対策に関するアンケート」 

2  目  的：新プランの施策に市民の意向を反映させるため 

3  対象地域：安城市全域 

4 対 象 者：平成 31 年 4月 1 日現在で 18 歳以上の市民の中から 2,000 人を無作為抽出 

5  調査方法：（配布）行政連絡員による配布  （回収）郵送 

6 調査期間：令和元年 10月 3 日発送 10 月 21 日までに返送（投函）予定 

（回答期間は 2 週間程度） 

7 配布書類：①依頼文書及び補足説明資料 ②アンケート調査票 ③返信用封筒 

 

 

表 1 市民アンケートにおける質問内容と回答の活用方法 

質問事項 質問内容 回答の活用方法 

属性 
①性別、②年齢、③居住年数、 

④過去の浸水被害の経験 
属性別の傾向把握 

水害に対する防災の意

識 

⑤避難行動の基礎情報となる洪水

ハザードマップの活用状況 

⑥自助、共助、公助の重要性に関

する意識 
防災対策の推進に関する施策の検討 

防災情報の提供に関す

る要望 

⑦河川水位観測システムで公開し

ている市内の降雨量、河川水位、

道路冠水の情報以外に提供して

ほしい防災情報 

雨水貯留浸透施設の設

置に関する意向 

（持ち家の方のみ） 

⑧補助制度の認知度 

⑨雨水貯留槽の設置に関する意向 

⑩浸透マスの設置に関する意向 

⑪補助金額や手続きに関する意見 

市民が担う雨水貯留浸透施設の設置

に関する改善策の検討 

今後の大雨対策に関す

る意向 

⑫これまで推進してきた大雨対策

のうち今後も推進すべきと考え

られる施策 

⑬大雨対策に関する意見、要望 

新プランにおける重点施策の絞り込

み 

 

 


